
グラウンドの外周を整備することで、

回遊性と多様な居場所を創造する。

01　健康の小径

　　　　　　　　　　　　　→　　　　　　　　　　　　　→

グラウンドの外周を「健康の小径」として歩道を整備し、
公園全体に回遊性を生むことを提案します。

サッカーを観戦したり、散歩の休憩をしたり、小径に点在
する居場所がまちの人々の憩いの場となります。

02　みんなの広場

既存プールの排水設備を活用し、プールの躯体を再利用し
た「みんなの広場」を提案します。

みんなで大縄跳びをしたり、親子でキャッチボールをした
り、多様な活動を受け入れる広場になります。

03　交流の場としての管理棟

管理棟も道とひとつながりとなるように動線を引き込むこ
とを提案します。

全開放式の扉とすることで夏場は常時開放にしアート・写
真ギャラリーなどとして利用するほか、グラウンド利用者
やスポーツ観覧者の休憩スペースを配置し、利用者の快適
な環境を目指します。
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ピーク時には年間14万人もの入館者を集め、デザイン的にもユニークな建築であった豊中市庄内温水プール。

豊中市の最南端・大島町にあるこのプールは2011年に休館しましたが、2020年4月に新しいスポーツ施設として生まれ変わる予定です。

2017年、この新しいスポーツ施設の第2期工事基本計画を、大阪大学の建築・都市人間工学研究室の学生が、地域住民の方々と対話しながら作成しました。

その基本計画では、この場所が、スポーツ、健康、緑、芸術などをテーマに人が集まり、多様な居場所を作り、そこから交流が生まれ、さらにはその交流の輪が庄内地域、さらなる広域へと広がることを目指しています。
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バーベキュースペース
※床は不燃性素材で仕上げ（コンクリート、石…）

パーゴラ

少年サッカーを観戦する

選手が休憩する

木陰で読書する

選手が休憩する

運動後に休憩する 最小・サッカーフィールド　45m×90ｍ

□日除けのあるテラス

□健康の小径（ウェルネス広場の代替案）

管理棟とサッカーコートの間に動線を通し、サッカーを見れる
ようなスペース。

道沿いに健康器具を配置する。
東側にマウンドを設けることで、地上の路地空間にも視線が届
くようにする。

□こもれびテラス
木漏れ日の中で、お花見をしたり、談笑したり、サッカーを見れ
るようなスペース。

□遊歩道の中にあるテラス
散歩やジョギング中にふらっと座れるようなスペース。

□パーゴラ（屋外コミュニティスペース）
日除けなどを用いて利用者に快適な環境を与える。

管理棟とグラウンドをつなぐ

木のデッキ

配置図 S=1:600
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最小・サッカーグラウンド　55m×100ｍ

健康 × 交流の市⺠広場 グラウンドの外周を整備し公園を⼀体的に計画することで、回遊性と多様な居場所を創造します。
そこは⼈々の「健康」を育む場となり、またそしてスポーツ観戦や井⼾端会議を通じた⼈々の新たな「交流」の場となります。
「健康（スポーツ）」を通じて新たな「交流」が⽣まれるような、多くの世代の⼈に愛される公園を⽬指します。

管理棟 1階平面図
S=1:100

⼟間コンクリート

仕上げを変え、建物へと導く
「道」をつくる。
空間の連続性を図る。
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管理⼈室

みんなの広場テニスコート

軒下空間

軒下広場

倉庫

WC

WC

WC

ホール
GL＋ 50

GL＋ 50

GL＋ 50

GL± 0

GL+50

GL＋220

GL＋300

GL＋300

⾃動販売機室

芝⽣広場

夏場にはボールプールなど子供
の遊び場として利用出来る。

毎日のラジオ体操や地域のイベントなど
様々な活動が行われる。

軒下広場はスポーツや散歩を
している人の憩いの場となる。

扉を開放すれば、ホールと一体的
になる広場で、イベント時には売
店や本部として使う。
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■計画コンセプト■計画主題

LOOP-01　住民と第三者の交流
→　→　住民主体の施設へと発想の転換をしたい。

LOOP-02　公共施設の更新
→　→　スポーツ専用施設から多機能化による相乗効果を生み出したい。

LOOP-03　豊中市南部地域の活性化
→　→　新しいスポーツ施設によって、地域の魅力向上に寄与したい。

LOOP-04　社会インフラ（水の循環）のあり方
→　→　「下水処理」と「健康・交流・スポーツ」の融合を図りたい。

大阪大学の学生による大阪大学の学生による
第２期工事基本計画案第２期工事基本計画案

大島町

グリーンスポーツセンター
（旧 庄内温水プールなど）

グリーンスポーツセンターの改修計画

庄内駅

庄内地域

豊中市

■住民との対話
4月26日（水） 現地見学

5月16日（火）　 住民懇話会１

6月19日（月） 懇話会への提案の確認　＠豊中市役所

6月26日（月） 住民懇話会２（計画案に対する意見交換）

7月6日（木） 計画案の確認　＠豊中市役所

7月31日（月） 住民懇話会３（基本計画の報告）

8月8日（火） 建築設計事務所への説明　＠豊中市役所


